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　福岡県は10月8日に県独自のコロナ警報を解除しました
が、まだまだ先が見通せない、経済的にも元に戻りにくい
状況です。医療従事者、保育・学校の先生、役場の職員の皆
さんの奮闘には心から感謝します。みんなでこのコロナ禍
を乗り越えましょう。
　議会だよりがその一助になれば幸いです。
� 議会広報特別委員会

　志免町在住の中学1年生、田代真遥さんが今年8月22・23日に
行われた、けん玉の世界三大大会の一つ「けん玉ワールドカッ
プ」（KWC）で3位という成績を納めた。
　KWCは、けん玉発祥の地である広島県廿日市市で2014年か
ら続く大会で、今年は新型コロナウイルスの影響でオンライン
にて開催され、世界18か国・地域からプロを含む422人が出場。
　去年の５位から着実に順位を上げた田代さんは、「世界一が視
野に入った」と手ごたえを感じているそうだ。
　けん玉を始めたきっかけは、小学校１年生のときにテレビで
見て興味を持ち、誕生日プレゼントに買ってもらったこと。
　現在、広島市のプロチーム「Ｄream�
Kendama」に加入している彼の将来の夢
は、「世界大会で優勝してけん玉を世界に
広めていきたい」とのことだ。
　まだまだ13歳、今後の活躍が楽しみだ。
� （議会広報委員会　記）

　議会傍聴は、町民が町政に参加する機会の
一つです。ぜひお越しください。
　手話通訳（要申込み）、車椅子席もあります。
　詳細は議会事務局までお問い合わせください。

TEL�935-1262　FAX�935-7070
議会事務局は町役場4階です。

メールアドレス　gikai@town.shime.lg.jp

開催日��10月1日、2日、9日、13日、
　　　��15日、21日編集後記 お気軽に

傍聴にお越しください。

議会広報特別委員会

お知らせ

次回の定例会は

12月4日予定

中学１年生 けん玉世界3位に！ 技を披露する田代さん



◦�扶助費…社会保障制度の一環として、児童、高齢者、障がい者などの支援を行うために支出される経費。
◦物件費…�消費的性質の経費の総称。具体的には、賃金、旅費、消耗品、役務費、通信運搬費、備品購入費、

使用料、委託料など。
◦補助費等…�公益上必要がある認められる団体などに対して、地方公共団体が交付する補助金、他団体と

共同して事業を行うための負担金など。

歳出
144億9,121万円

投資及び出資金、貸付金
1,970万円　0.1%

普通建設事業費
11億7,532万円　8.1%

物件費
27億7,904万円　19.2%

扶助費
37億1,458万円　25.6%

維持補修費
1億3,775万円　1.0%

積立金
4億8,261万円　3.3%

公債費
11億1,240万円　7.7%

繰出金
14億360万円　9.7%

人件費
16億6,749万円　11.5%

補助費等
19億9,872万円　13.8%

◦第95号（令和2年11月1日）◦
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◦�自主財源は、前年度より2億7537万円の増 、依存財源は7億6243万円増 。

歳入
149億5061万円

依存財源
47.2%

自主財源
52.8%

町税
55億8,877万円　37.5%

繰越金
5億3,925万円　3.6%

寄附金
6億5,518万円　4.4%

地方交付税
18億2,678万円　12.2%

国庫支出金
23億1,666万円　15.5%

県支出金
12億504万円　8.1%

その他の自主財源
6億825万円　4.1%

使用料及び手数料
2億5,781万円　1.7%

分担金及び負担金
2億2,744万円　1.5%

その他の依存財源
1億9,092万円　1.2%

地方譲与税
9,257万円　0.6%

地方消費税交付金
7億5,358万円　5.0%

町債
6億8,836万円　4.6%

9 月 定 例 会

9月
定例会

9月定例会は､ 9月4日から29日までの26日間
（台風10号の接近と予算審議のため5日間延長）の会期で開かれました。
14議案が上程され､ 2議案の撤回を許可し､ 1件が再提案されました｡
結果として､ 13議案が可決（全員賛成11件､ 賛成多数2件）され、
人事案件1件に同意しました。
一般質問は9月8日､ 9日､ 10日の3日間で9人が行いました。

一般会計　149億5061万円　認定
11年連続財政調整基金（貯金）取り崩しなし

(賛成 12人、反対 1人)
�賛成��古庄、大西、牛房、大熊、安河内、丸山(卓)、藤瀬、小森、木村、亀崎、岩下、稲永
�反対��末藤

歳 入 状 況

賛成多数

可決

令 和 元 年 度 一 般 会 計 決 算

※数値は端数処理をしているため、四捨五入などが一致しない場合があります
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◦第95号（令和2年11月1日）◦

もっと審議を尽くすべきだと減額修正動議が出され、

� 弓道場施設整備事業 ……2,213万円
� 樹木伐採委託料…………480万円
� 調査設計委託料…………��50万円
� 用地造成工事費………1,683万円

　3月議会で減額修正をした（議会だより第93号4P参照）。今回は場所の選定について10か
所の候補地が提示され、その中から3月議会と同じ「志免総合公園野球場西側」が提案された。
　会期を2日間延長し、他市町村の弓道場や10か所の候補地の中の3か所と議員提案のシー
メイト西側用地、また提案された現地を視察した。結果、議員より賛否両論の意見が出た。
　町長に審議の時間はつくれないかと要請したが、無理との回答だった。

　　　　　　　　　　　　　　　弓道は自分が相手。いかに精神を統一できるかが勝負。
その精神統一を本分とする道場として今回の予定地は最高の環境であり森林に囲まれた弓
道場は県内でもない。志免町が誇れる道場になると確信している。よって修正案に反対。

◦場所的には閑静な所で最高である。
◦行政が検討した結果だから、尊重すべき。
◦博多の森に近くて良い。等々

◦血税の使い方に議会は責任をもつべき。
◦ �小中学生や町民が行きやすい集まり易い
場所にすべき。

◦ �東地区体育館廃止後に練習場がないだけ
の理由では納得できない。

弓道場造成費を削除する修正案
（賛成 7 ： 反対 6）

弓道場候補地（総合公園野球場西側） 弓道場議員提案候補地（シーメイト西側）

本会議

議員の賛成意見

減額されたもの

議員の反対意見

賛成多数
可決

賛成多数
可決

修正案への反対討論（大西委員）

�賛成者��末藤、古庄、大熊、安河内、木村、岩下、稲永
�反対者��大西、牛房、丸山（卓）、藤瀬、小森、亀崎

閉会中の付託案件として、予算常任委員会で審議していく。今後

5

9 月 定 例 会

令和2年度 9月一般会計補正予算

第84号議案「一般会計補正予算」は町が撤回

第88号議案「一般会計補正予算」が
プール改修工事費を除き

3億1,338万円追加され再提出

西小学校施設整備工事（プール改修工事）1,544万円について
今後の町全体のプールの運用等の計画を議会と協議する必要がある。

議会内に「学校プール調査研究特別委員会」（委員長　丸山（卓）議員
副委員長　岩下議員）を設置し、今後集中審議

理由

弓道場の新設工事費
（総額1億2,370万円予定）を巡り、論戦

予算常任
委員会

弓道場（古賀市） 弓道場（宇美町）

塗装がはがれた金属部分 西小プール視察（3月）

4



◦第95号（令和2年11月1日）◦

 ネットワークカメラシステムリース料
� ………………………………………………………………………………………………� 2,558万円
� �既存のネットワーク設備を活用して、ネットワーク型サーマルカメラ及びカメラ管理システムの導入
に併せて、各施設に防犯システムを新設するもの（令和2年度契約締結の日から6年間）。

 オンラインを活用した子どもの居場所づくり事業委託料
� ……………………………………………………………………………………………………� 314万円
� �「新しい生活様式」に沿った「新しい子ども居場所」の創設に取り組むもので、これらをコーディネート
する実績がある団体等に委託するもの（令和2年度契約締結の日から令和4年3月31日まで）。

 オリンピック・パラリンピック関連事業
� ……………………………………………� 1,631万円減
� コロナによる東京オリンピックの延期により、
志免町で行われる予定の聖火リレー他　セレモニーイベント費用。

債務負担行為※の補正

 国民健康保険 ………………………………………………………………………� 623万円減
総額 41億8,592万円

 後期高齢者医療 ……………………………………………………………………�125万円減
総額  6億2,089万円

特 別 会 計

※債務負担行為とは
事業が複数年度にわたる場合に、予算の先取りを行う行為。
※サーマルカメラとは
熱を検知することができるカメラ。非接触で数メートル離れた場所から正確に体温を
測定することができる。

 福祉巡回バス停留所整備事業
� ……………………………………………………�768万円増
　福祉巡回バス6ルートの見直しと、バス停33か所の新設・移転の
整備工事費。

38.0℃

36.5℃

36.2℃発熱を検知
！

ALERT

38.0℃

36.5℃
36.5℃

福祉巡回バスの利便性向上へ
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 新型コロナ対策  新生児おうえん事業
…………………………………………………………………………� 4,603万円増
�特別定額給付金の対象外となった新生児がいる世帯に対し、1人につき10万円を支給するもの。
対象は令和2年4月28日から令和3年4月1日までに志免町で生まれた新生児。

 新型コロナ対策  高校生おうえん事業
…………………………………………………………………………� 1,592万円増
�町内に住む高校生相当年齢、平成14年4月2日から平成17年4月1日生まれの住民に対し�
商品券（クオカード1万円分）を支給するもの。

 新型コロナ対策  感染防止宣言飲食店おうえん金
…………………………………………………………………………� 1,000万円増
�コロナウイルス感染症の影響を受けている飲食店業で、外出自粛要請解除後感染症対策を
講じて営業している飲食店に支援金を交付するもので1店舗5万円、200店舗が対象予定。

 新型コロナ対策  保育所等従事者おうえん金
� …………………………………………………………………………� 550万円増
� �コロナウイルス感染拡大下でも保育サービスを提供してきた保育所等・学童保育の職員
に慰労の意を込めて応援金を1人1万円支給するもの。

 学校コンピュータ教育推進事業
� ………………………………………………………………………………………� 9,724万円増
� �GIGAスクール構想推進に伴う端末有効活用のためのICT支援員2名配置と、全教室に電子黒板を設置
するもの。

 地方交付税
� …………………………………………………� 1億3,341万円増 （総額�19億5,101万円）
� 地方交付税の額が確定したため。

主 な 歳 出

主 な 歳 入

町独自

町独自

町独自

町独自

9 月 定 例 会

修正後の一般会計補正予算　2億9,125万円追加
令和2年度予算総額　211億4,697万円

令和2年度 9月一般会計補正予算
全員賛成
可決

6



◦第95号（令和2年11月1日）◦ しめまち委員会レポート

総務文教常任委員会  開催日  7月14日、8月18日、9月1日

志免さくらこども園の園児達
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2
箇
所
等
）、そ
の
他
10
箇
所

（
警
察
と
の
協
議
が
必
要
な
対
策
）だ
っ
た
。

　
対
策
は
今
年
度
中
に
完
了
す
る
と
の
説
明

を
う
け
た
。

委
員
会
か
ら
の
提
言

　
確
実
な
対
策
実
施
と
警
察
と
の
交
渉
で

1
箇
所
で
も
多
く
改
善
す
る
こ
と
。
同
時

に
、
大
津
で
の
痛
ま
し
い
事
故
を
風
化
さ

せ
な
い
よ
う
に
、
園
外
活
動
を
見
か
け
た

ら
皆
さ
ん
優
し
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
の
推
進

保
育
園
外
の
危
険
箇
所
の
対
策
は

区画線の復旧

町長と町づくりを語るオンライン会議（西小6年生）

9

条例・主な議案

条例・主な議案意 見 書
志免町子ども医療費の
支給に関する条例の一部を
改正
　子ども医療費支給制度の改正により、令和3
年4月から外来に係る助成対象年齢を中学3年
生までに引き上げる。
　所得超過者に対しては、町単独予算にて補助
され、所得の制限はなし。入院に係る負担金に
ついては変更なし。

◦対象年齢　小学6年生まで�➡�中学3年生まで
◦自己負担　中学生　外来1,600円／月

令和3年4月1日からの施行

志免町重度障害者医療費の
支給に関する条例の一部を
改正
　福岡県の重度障がい者医療費支給制度の文言
にある、障害の害の漢字表記をひらがなに改正
するもの。

令和3年4月1日からの施行

都市公園区域の廃止について
　土地地権者からの土地賃貸借契約解消
の申し出により、御手洗公園を廃止する。現在、
御手洗町内会と協議を実施し、代替地を検討し
ている。

全員賛成
可決

全員賛成
可決

全員賛成
可決

新型コロナウイルス感染症の
影響に伴う地方財政の
急激な悪化に対し
地方税財源の確保を求める意見書

提出者　末藤省三 議員
要望内容
新型コロナウイルス感染症の拡大は、甚大な社
会経済的・社会的影響をもたらしており、国民生
活への不安が続いている中で、地方税・地方交付
税等の一般財源の激減が避けがたくなっている。
　地方自治体は、福祉・医療、教育・子育て、防災・
減災、地方創生、地域経済活性化、雇用対策など
喫緊の財政需要への対応をはじめ、長期化する
感染症対策にも迫られ、今後の地域財政は、か
つてない厳しい状況になることが予想される。
　そのため、地方交付税については、引き続き
財源保障機能と財政調整機能が適切に発揮でき
るよう、総額を確保することなどを要望する。

賛成者

反対者

賛成多数
可決

末藤、大西、牛房、大熊、小森、木村、
亀崎、岩下、稲永
古庄、安河内、丸山（卓）、藤瀬

廃止される御手洗公園
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◦第95号（令和2年11月1日）◦

町
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

　
７
月
中
旬
か
ら
感
染
者
数
は
増
加
し
、
予

断
を
許
さ
な
い
状
況
。
感
染
予
防
対
策
と
支

援
策
を
引
き
続
き
行
う
必
要
が
あ
る
。

・
町
の
事
業
や
イ
ベ
ン
ト
は
当
面
中
止
。

・�

公
共
施
設（
屋
内
、
屋
外
）の
利
用
人
数
の

制
限
や
感
染
予
防
対
策
の
取
組
み
状
況
に

つ
い
て
。

・
各
学
校
に
お
け
る
緊
急
時
の
対
応
に
つ
い
て
。

委
員
会
か
ら
の
提
言

　
児
童・保
護
者・職
員
に
感
染
者
や
濃
厚

接
触
者
が
確
認
さ
れ
た
場
合
の
休
校
な
ど

の
対
応
が
、
福
岡
都
市
圏
自
治
体
と
の
違

い
が
あ
り
課
題
と
し
て
指
摘
し
た
。

コ
ロ
ナ
支
援
の
申
請
状
況

　
特
別
定
額
給
付
金

　（
国
民
一
人
当
た
り
10
万
円
を
給
付
）

　
受
理
件
数
１
９
９
９
１
件

　
46
億
２
４
０
０
万
円
。（
申
請
率
99・０
％
）

　
町
独
自

　
小
規
模
事
業
者
緊
急
支
援
金

　�（
売
り
上
げ
が
前
年
同
月
比
で
30
％
以
上
減

少
し
た
小
規
模
事
業
者
に
10
万
円
を
給
付
）

　
申
請
９
８
１
件
　
９
８
１
０
万
円
。

引
き
続
き
町
独
自
の
支
援
策
を

　
国
か
ら
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
第
１

次・
２
次
の
合
計
は
５
億
４
４
０
６
万
円
の

見
込
み
。

委
員
会
か
ら
の
提
言

　
交
付
金
の
使
い
道
に
つ
い
て
、
議
会
と

共
同
し
て
検
討
す
る
よ
う
に
町
長
に
要
請

し
、各
議
員
か
ら
の
施
策
案
を
提
案
し
た
。

議
員
提
案
に
よ
り
実
現

　
新
生
児
お
う
え
ん
事
業

　
高
校
生
お
う
え
ん
事
業

　
感
染
防
止
宣
言
飲
食
店
お
う
え
ん
金

　
保
育
所
等
従
事
者
お
う
え
ん
金

※
詳
細
は
６
ペ
ー
ジ
を
参
照
く
だ
さ
い

予算常任委員会  開催日  8月4日

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
状
況

感染防止ステッカーを掲示した飲食店保育所、学童保育等の職員の皆さまに感謝

※
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
と
は

　�

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
事
業
を
行
う
地
方
公
共
団
体

の
取
組
を
支
援
す
る
た
め
の
国
か
ら
の
交
付
金

11

しめまち委員会レポート

避
難
行
動
要
支
援
者
へ
の

対
応
と
進
捗
状
況
は
？

　
避
難
行
動
要
支
援
者
台
帳
を
作
成
す
る
た

め
福
祉
課
と
協
議
を
行
い
、町
内
会・民
生
委

員
児
童
委
員
と
も
協
力
し
、
台
帳
の
完
成
は

今
年
度
中
を
目
指
す
。

自
主
防
災
組
織
の
活
動
が

活
発
な
町
内
会

　
土
砂
災
害
警
戒
区
域
や
、
内
水
浸
水
等
が

過
去
に
起
こ
っ
た
箇
所
が
複
数
存
在
す
る

地
域
は
防
災
へ
の
意
識
が
高
く
、
防
災
出
前

講
座
に
よ
る
研
修
、
消
防
団
と
の
協
働
消
火

訓
練
、
備
蓄
倉
庫・
資
機
材
等
の
管
理
等
を
、

各
々
の
町
内
会
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

委
員
会
か
ら
の
提
言

　
避
難
行
動
要
支
援
者
の
把
握
や
自
主
防

災
組
織
の
活
動
に
つ
い
て
、
町
内
会
の
役

員
が
変
わ
っ
て
も
引
継
が
れ
る
体
制
づ
く

り
、
地
域
へ
の
周
知
を
し
っ
か
り
行
っ
て

ほ
し
い
。

縮
小
す
る

志
免
町
障
が
い
児
・
者
団
体

　
元
々
、
障
が
い
を
持
つ
子
ど
も
と
そ
の
保

護
者
の
交
流
の
場
と
し
て
活
動
さ
れ
た
団
体

が
多
く
、
現
在
は
療
育
サ
ー
ビ
ス
や
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
所
の
増
加
と
共
に
そ
の

必
要
性
も
薄
れ
つ
つ
あ
る
。

充
実
す
る
障
が
い
児
支
援

　
町
内
の
福
岡
県
指
定
障
が
い
児
通
所
支
援

事
業
所
は
、
こ
の
5
年
間
で
増
加
し
充
実
し

て
い
る
。
そ
の
中
で
も
、
医
療
的
ケ
ア
児
を

対
象
と
し
た
居
宅
訪
問
型
児
童
発
達
支
援
を

行
う
事
業
所
は
少
な
く
、
糟
屋
郡
内
で
は
新

宮
町
と
志
免
町
と
の
2
ヶ
所
に
な
る
。

　
利
用
者
数
、日
数
も
増
え
て
い
る
状
況
。

委
員
会
か
ら
の
提
言

　
利
用
日
数
が
適
正
で
あ
る
か
、
サ
ー
ビ

ス
の
質
等
、
行
政
は
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
整

え
る
必
要
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
に
質
の

高
い
療
育
を
行
う
た
め
に
も
し
っ
か
り
と

目
を
光
ら
せ
て
欲
し
い
と
要
望
し
た
。

厚生建設常任委員会  開催日  7月22日、8月25日、9月1日

防
災
・
減
災
へ
の
取
り
組
み（
続
編
）

障
が
い
児
・
者
支
援
の
充
実
を
図
る

東区町内会防災マップ作り

鏡町内会　消防団との協働消火訓練

放課後等デイサービス�志免happiness
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◦第95号（令和2年11月1日）◦

悲願「病児保育施設」新設を
町長 町内施設を目指し努力

牛房�良嗣�議員

生徒は英検3級�先生も準1級を
町長 生徒は3級全員合格目指したい

牛
房
　
国
際
都
市
化
を
目
指
す

福
岡
市
及
び
都
市
圏
市
町
の
中

3
英
語
力
は
全
国
で
も
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
に
あ
る
。

　
令
和
２
年
度
志
免
町
は
県
の

「
英
検
教
育
重
点
市
町
村
」の
指

定
を
受
け
て
い
る
。
指
定
の
経

緯
と
改
革
へ
の
取
組
み
を
問
う
。

教
育
長
　
中
３
の
英
語
力
調
査

に
は
全
国
学
力
調
査
と
英
検
3

級
レ
ベ
ル
到
達
50
％
を
目
標
と

す
る
英
検
教
育
実
施
状
況
調
査

が
毎
年
度
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、

志
免
町
の
中
３
レ
ベ
ル
は
全
国

平
均
に
は
及
ば
な
い
。
課
題
を

解
決
す
る
た
め
に
今
回
進
ん
で

指
定
を
受
け
る
こ
と
に
し
た
。

牛
房
　
英
語
力
の
向
上
に
は
英

語
教
師
の
英
語
力
向
上
が
第
一
。

英
検
準
一
級
合
格
へ
の
英
語
教

師
の
積
極
的
挑
戦
を
期
待
す
る
。

学
校
教
育
課
参
事
　
改
善
へ
の

取
組
み
は
県
の
指
定
事
業
を
受

け
、生
徒
の
英
語
力
向
上
を
き
っ

か
け
に
学
力
向
上
に
つ
な
げ
る

べ
く
取
組
む
。

　
令
和
4
年
の
英
検
3
級
50
％

合
格
を
目
標
と
す
る
。

牛
房
　
英
語
力
の
向
上
は
学
力

向
上
へ
の
道
、町
を
あ
げ
て
取
組

む
べ
き
。

　
町
長
へ
３
つ
の
提
案

を
し
た
い
。

①�

希
望
す
る
幼・
保
育

園
へ
外
国
人
講
師

の
派
遣
支
援（
園
児

２
５
０
０
名
）

②�

小
学
１・２
年
生
へ
の

外
国
語
活
動
の
前
倒

し
を（
幼
小
の
切
れ
目

防
止
）

③�

町
内
会
の
英
語
学
習

へ
外
国
人
講
師
の
派

遣
支
援（
長
期
休
暇
時
の
短
期

学
習
）

町
長
　
今
回
の
指
定
を
き
っ
か

け
に
教
師
力
の
ア
ッ
プ
。
50
％

合
格
で
な
く
全
員
合
格
を
目
指

す
。
町
内
会
学
習
支
援
は
一
斉

に
行
う
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば

支
援
を
考
え
る
。

牛
房
　
急
に
子
ど
も
が
病
気
、怪

我
を
し
た
場
合
、保
育
を
提
供
す

る
施
設
が
親
に
と
っ
て
欠
か
せ

な
い
。
病
後
児
保
育
施
設
は
平

成
14
年
か
ら
志
免
、
宇
美
、
須
恵

３
町
で
施
設
の
運
用
に
当
た
る
。

ベ
ッ
ト
数
は
4
床
の
み
。
町
内

設
置
へ
一
段
の
努
力
を
。

町
長
　
前
か
ら
要
請
を
受
け
て

お
り
現
在
協
議
を
進
め
て
い
る
。

早
期
開
設
を
目
指
し
た
い
。宇美町にある病児保育施設

（岡部小児科）

13

町政を問う!
牛房�良嗣�議員
①�生徒は英検3級�先生も準1級を
②�悲願「病児保育施設」新設を

藤瀬�康司�議員
①�志免町が誇れる町民図書館に
②�飲食店、買物難民、学生を救済

木村�俊次�議員
①�宇美川の水害対策について
②�保育士の確保について

亀崎�大介�議員
①�独自の奨学金制度創設を
②�母親の睡眠不足解消を

丸山�卓嗣�議員
①�志免未来交通インフラについて
②�将来の屋外施設の在り方と現状

小森�弘美�議員
①�フレイル予防で認知症予防を

末藤�省三�議員
①�インフルエンザ費用無料化せよ
②�種苗法改正で農従者への影響は

大西�勇�議員
①�郡内最低の補助額をどう思うか
②�空家強制撤去をトップダウンで

古庄�信一郎�議員
①�望山荘解体と活用は英断すべき
②�総合計画�議会関与ルール制定を

13P

14P

15P

16P

17P

18P

19P

20P

21P

ズバ
リ

◦��一般質問とは議員が町政全般（一般事務・
事務の執行状況・将来に対する方針など）
について、町長など執行機関の考えを議
員個人として問いただすことです。

� �質問の内容は事前に通告し、持ち時間30
分の範囲内で※1問1答で行います。

� ※質疑、答弁を理解するまで繰り返す方法

◦��会議録に基づき議員個々の自由編集で掲
載しております。

� �詳細は会議録（HP・図書館・各公民館に置
く）をご参照ください。掲載は質問順と
しています。
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◦第95号（令和2年11月1日）◦

木
村
　
堆
積
土
は
志
免
橋
か
ら

上
、水
害
が
何
回
も
起
こ
っ
た
所

に
又
堆
積
土
が
た
ま
り
、危
惧
し

て
い
る
。

町
長
　
県
土
整
備
事
務
所
に
何

回
も
行
き
、
お
願
い
し
て
い
る
。

県
も
予
算
的
な
こ
と
な
ど
国
に

要
望
を
出
し
て
い
る
。

木
村
　
線
状
降
水
帯
な
ど
で
宇

美
川
上
流
に
1
0
0
ミ
リ
以
上

の
雨
が
降
っ
た
場
合
、宇
美
川
は

ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

町
長
　
想
像
だ
が
、宇
美
川
は
耐

え
ら
れ
な
い
の
で
は
。
そ
の
た

め
に
整
備
を
行
っ
て
い
る
。

木
村
　
宇
美
川
の
異
常
気
象
に

よ
る
大
雨
へ
の
対
策
、取
組
に
つ

い
て
は
。

町
長
　
宇
美
川
に
つ
い
て
は
、事

あ
る
毎
に
見
て
回
っ
て
い
る
。

県
の
整
備
は
順
調
に
進
ん
で
い

る
が※

浚し
ゅ
ん
せ
つ渫
が
気
に
な
る
。

木
村
　
宇
美
川
の
堆
積
土
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

町
長
　
堆
積
土
に
つ
い
て
は
、宇

美
川
の
全
域
に
溜
ま
っ
て
い
る

状
況
で
、県
土
整
備
事
務
所
が
数

か
所
は
昨
年
度
に
浚
渫
し
た
。

保育士の確保について
町長 保育士の処遇改善を行いたい

木村�俊次�議員

宇美川の水害対策について
町長 県に今まで以上にお願いする

宇美川の堆積土

木
村
　
福
岡
市
は
不
足
す
る
保

育
士
を
安
定
的
に
確
保
す
る
た

め
に
補
助
交
付
要
綱
を
定
め
、家

賃・
就
学
補
助
金
を
実
施
し
て
い

る
が
、志
免
町
で
は
。

町
長
　
福
岡
市
の
状
況
を
今
回

初
め
て
知
っ
た
。

木
村
　
条
件
が
福
岡
市
の
方
が

良
い
中
、志
免
町
の
保
育
士
確
保

の
具
体
策
は
。

町
長
　
志
免
町
は
I
C
T
化
に

取
り
組
み
、業
務
が
多
忙
に
な
ら

な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

木
村
　
糟
屋
郡
の
町
長
会
で
も

議
題
に
し
て
は
。

町
長
　
糟
屋
郡
だ
け
で
な
く
、都

市
圏
の
会
議
の
中
で
も
触
れ
る

市
長
も
い
る
。
で
き
る
限
り
保

育
士
の
方
の
費
用
、待
遇
面
を
近

づ
け
る
よ
う
頑
張
り
た
い
。

木
村
　
志
免
町
に
良
い
保
育
士

が
来
ら
れ
る
よ
う
、行
政
の
後
押

し
を
。

町
長
　
処
遇
改
善
を
行
な
い
、志

免
町
で
働
い
て
い
た
だ
く
よ
う

努
力
す
る
。

※
浚
渫
と
は

　�

河
川
な
ど
の
底
面
を
さ
ら
っ
て
土

砂
な
ど
を
取
り
去
る
土
木
工
事
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一 般 質 問

飲食店、買物難民、学生を救済
副町長 行政的に無理な話

藤瀬�康司�議員

志免町が誇れる町民図書館に
社会教育課長 十分調査研究していきたい

藤
瀬
　
町
民
図
書
館
と
は
行
政

が
提
供
す
る
も
の
で
、町
民
生
活

の
質
を
高
め
る
も
の
と
い
う
の

が
共
通
認
識
。
図
書
館
が
提
供

す
る
価
値
や
機
能
も
再
構
築
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

　
各
町
の
年
間
貸
出
人
数
は
。

社
会
教
育
課
長
　
志
免
3
万
７
２

０
１
人
、宇
美
4
万
３
６
０
０
人
、

粕
屋
7
万
９
６
０
０
人
、篠
栗
4

万
８
５
０
０
人
、新
宮
5
万
１
２

０
０
人
、久
山
2
万
９
０
０
人
、

須
恵
1
万
８
２
０
０
人
。

藤
瀬
　
人
口
が
少
な
い
町
よ
り

少
な
い
。

教
育
長
　
読
書
活
動
推
進
に
努

め
て
い
る
。

藤
瀬
　
子
ど
も
の
読
書
離
れ
改

善
で
読
書
通
帳
を
導
入
し
小・
中

学
生
は
全
員
に
配
布
し
た
の
か
。

社
会
教
育
課
長
　
約
88
％
と
な
っ

て
お
り
保
護
者
に
希
望
を
聞
い

て
い
る
。

藤
瀬
　
町
民
図
書
館
は
３
階
と

2
階
に
な
っ
て
不
便
な
の
で
一

緒
の
フ
ロ
ア
に
し
て
は
。

社
会
教
育
課
長
　
2
階
を
親
子
で

ゆ
っ
く
り
と
過
ご
せ
る
ス
ペ
ー

ス
を
作
る
。

藤
瀬
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
図
書
館
に

し
図
書
館
に
行
か
ず
本
を
借
り

れ
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ス
マ
ホ
で
読

む
こ
と
が
可
能
に
。
図
書
館
の

密
が
防
げ
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
や

高
齢
者
へ
の
配
慮
も
で
き
る
。

本
の
出
会
い
の
場
を
公
平
に
提

供
す
る
意
味
で
も
タ
ブ
レ
ッ
ト

図
書
館
の
導
入
を
。

教
育
長
　
大
変
魅
力
的
だ
が
時

期
尚
早
。

藤
瀬
　
人
口
が
少
な
い
町
に
も

負
け
て
い
る
状
況
。
新
た
な
取

組
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

社
会
教
育
課
長
　
十
分
研
究
し

て
い
く
。

藤
瀬
　
デ
リ
バ
リ
ー
志
免
で
町

が
注
文
を
受
け
飲
食
店
に
行
け

な
い
、買
い
物
に
行
け
な
い
買
物

難
民
を
、学
生
ア
ル
バ
イ
ト
に
バ

イ
ト
先
を
作
り
配
達
す
る
仕
組

み
を
つ
く
り
救
済
を
進
め
る
べ

き
。

副
町
長
　
時
間
を
か
け
て
答
え

を
出
さ
な
い
と
い
け
な
い
が
、行

政
的
に
ま
ず
無
理
な
話
。

藤
瀬
　
高
齢
者
宅
配
弁
当
サ
ー

ビ
ス
も
あ
る
。
検
討
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

春日市の電子図書館
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丸
山
　
緑
道
に
自
動
運
転
バ
ス

を
走
ら
せ
旧
勝
田
線
の
復
活
を

図
っ
て
み
て
は
。

町
長
　
68
号
線
の
現
状
を
考
え

る
と
非
常
に
有
意
義
な
提
案
だ

と
思
う
。
ニ
ー
ズ
を
調
査
し
検

討
す
る
。

丸
山
　
具
体
的
に
国
の
自
動
運

転
バ
ス
実
証
評
価
の
事
業
者
に

選
ば
れ
た
西
鉄
バ
ス
と
の
連
携

を
積
極
的
に
働
き
か
け
て
み
て

は
。

町
長
　
町
の
現
状
を
踏
ま
え
西

鉄
に
検
討
し
て
頂
く
よ
う
な
話

を
さ
せ
て
頂
く
。

丸
山
　
福
祉
巡
回
バ
ス
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
化
に
つ
い
て
昨
年

の
６
月
議
会
質
問
以
来
、大
き
な

反
響
が
あ
っ
た
。町
長
よ
り
、し
っ

か
り
と
検
討
し
て
い
く
と
の
答
弁

を
頂
い
た
が
、そ
の
後
の
進
展
は
。

ま
た
今
後
の
町
長
の
考
え
は
。

町
長
　
何
度
か
検
討
し
て
い
く

上
で
、い
く
つ
か
の
部
署
を
ま
た

ぎ
連
携
が
と
り
づ
ら
い
こ
と
が

現
状
で
あ
る
。
早
急
に
部
署
の

一
元
化
を
図
り
検
討
し
て
い
く
。

丸
山
　
さ
ら
に
は
、地
下
鉄
や
都

市
高
速
延
伸
を
含
め
検
討
し
て

頂
き
た
い
。

将来の屋外施設の在り方と現状
町長 計画を立て改修していきたい

丸山�卓嗣�議員

志免未来交通インフラについて
町長 部署の一元化を図り検討する

子供たちをスタンドから見守り
応援している家族と友人。

ついに！国内初の自治体自動運転バス、
2020年秋に走行開始

ソフトバンク子会社BOLDLY

丸
山
　
こ
れ
か
ら
の
施
設
整
備

は
当
事
者
と
そ
の
周
り
の
人
々

が
感
動
を
共
有
で
き
る
よ
り
よ

い
集
い
の
場
を
創
造
す
る
こ
と

だ
と
考
え
る
。
観
客
席
や
ト
イ
レ
、

駐
車
場
の
整
備
が
必
要
だ
と
思

わ
れ
る
が
、町
長
の
考
え
は
。

町
長
　
ト
イ
レ
、観
客
席
や
ベ
ン

チ
等
を
整
備
す
る
こ
と
は
重
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
現

在
順
次
計
画
を
立
て
て
改
修
工

事
を
行
っ
て
い
る
。
ま
ず
は
ト

イ
レ
の
改
修
や
日
陰
を
造
る
こ

と
か
ら
整
備
さ
せ
て
頂
く
。

丸
山
　
施
設
整
備
に
は
大
き
な

費
用
が
か
か
る
が
、ふ
る
さ
と
納

税
の
活
用
や
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
検
討
さ
れ
て
は
。

経
営
企
画
課
長
　
ふ
る
さ
と
納

税
の
活
用
は
可
能
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

丸
山
　
屋
外
施
設
に
施
設
の
強

度
化
や
発
電
機
の
設
置
を
進
め

防
災
対
策
機
能
を
持
た
せ
る
考

え
は
。

町
長
　
施
設
整
備
を
考
え
る
と

き
に
、防
災
対
策
と
一
緒
に
行
い

た
い
。
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亀
崎
　
夢
を
抱
い
た
と
き
経
済

的
な
理
由
で
夢
を
諦
め
さ
せ
て

は
な
ら
な
い
。

①�

子
ど
も
達
に
夢
を
追
っ
て
ほ

し
い

②
定
住
と
人
材
確
保

　
こ
の
２
つ
の
目
的
か
ら
質
問

を
す
る
。

　
ま
ず
、夢
と
い
う
点
は
ど
う
か
。

教
育
長
　
教
育
委
員
会
は
、子
ど

も
達
の
夢
を
支
え
、志
を
支
え
る

部
署
だ
と
思
う
。

亀
崎
　
例
え
ば
、人
材
が
不
足
し

て
い
る
保
育
士
や
介
護
士
と
し

て
志
免
町
で
働
き
、
志
免
町
に

住
む
こ
と
な
ど
を
条
件
に
す
る
。

条
件
を
満
た
せ
ば
、町
が
代
わ
り

に
奨
学
金
を
返
済
す
る
制
度
を

つ
く
っ
て
は
ど
う
か
。

教
育
長
　
奨
学
金
返
済
免
除
と

い
う
教
育
支
援
は
大
変
興
味
深

い
。

町
長
　
実
現
可
能
か
検
証
す
る
。

亀
崎
　
こ
の
制
度
が
で
き
れ
ば

夢
を
追
う
き
っ
か
け
に
な
り
、人

口
増
や
人
材
確
保
、地
域
経
済
の

活
性
化
に
も
繋
が
る
。

一 般 質 問

母親の睡眠不足解消を
子育て支援課長 一時預かり事業を案内する

亀崎�大介�議員

独自の奨学金制度創設を
町長 実現可能であるか検証する

夢　無限大
（志免幼稚園）

安心して子育てできる町へ
（おおきな木 プレーパーク）

亀
崎
　
多
様
な
子
育
て
世
帯
に

対
し
て
き
め
細
や
か
な
支
援
が

必
要
だ
と
考
え
る
。

　
健
康
診
断
や
予
防
接
種
な
ど
、

日
程
に
配
慮
は
あ
る
の
か
。

健
康
課
長
　
役
場
か
ら
案
内
し

た
健
診
日
に
参
加
で
き
な
け
れ

ば
、次
回
の
健
診
日
を
案
内
し
て

受
診
で
き
る
機
会
を
複
数
回
設

け
て
い
る
。

亀
崎
　
平
日
と
土
日
ど
ち
ら
で

も
良
い
な
ど
選
択
肢
が
あ
る
方

が
良
い
の
で
は
。

町
長
　
医
師
会
に
日
曜
開
催
を

相
談
し
て
み
る
。

亀
崎
　
次
に
、子
育
て
を
学
ぶ
機

会
や
悩
み
を
話
す
機
会
は
あ
る

の
か
。

子
育
て
支
援
課
長
　
各
種
講
座

で
保
護
者
の
交
流
や
相
談
を

行
っ
て
い
る
。

亀
崎
　
子
育
て
中
の
母
親
は
睡

眠
不
足
に
な
る
。

　
託
児
を
し
て
安
心
し
て
ぐ
っ

す
り
眠
る
こ
と
が
で
き
る
場
所

を
提
供
し
て
は
。

子
育
て
支
援
課
長
　
一
時
預
か

り
事
業
を
ご
利
用
い
た
だ
く
よ

う
案
内
す
る
。
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末
藤
　
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
対
策
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

健
康
課
長
　
季
節
性
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
は
、
せ
き
、
く
し
ゃ
み
、

唾
な
ど
の
し
ぶ
き
と
と
も
に
放

出
さ
れ
る
ウ
イ
ル
ス
を
鼻
か
ら

吸
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
感
染

す
る
。
拡
散
さ
せ
な
い
た
め
に

も
、マ
ス
ク
を
着
用
す
る
こ
と
が

効
果
的
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

が
付
着
し
た
も
の
を
手
で
触
る

と
鼻
や
口
、目
肌
な
ど
を
介
し
て

感
染
す
る
こ
と
が
あ
る
。
手
洗

い
が
感
染
を
防
ぐ
上
で
有
効
な

の
は
そ
の
た
め
。

　
今
年
は
特
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
可
能
性

も
あ
る
の
で
医
療
提
供
体
制
が

逼
迫
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に

感
染
症
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

末
藤
　
予
防
接
種
費
用
１
６
０
０

円
に
つ
い
て
配
慮
す
る
気
持
ち

は
な
い
か
。

町
長
　
他
自
治
体
等
を
注
視
し

な
が
ら
取
組
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

※�

そ
の
後
、県
の
補
助
が
決
ま

り
高
齢
者
は
無
料
で
接
種

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

末
藤
　
種
苗
法
改
正
案
で
農
業

従
事
者
へ
の
影
響
を
ど
う
み
る

の
か
。

　
今
度
の
新
型
コ
ロ
ナ
危
機
の

影
響
下
世
界
食
糧
計
画
に
よ
る

と
、世
界
で
は
飢
餓
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
世
界
流
行
の
瀬
戸
際
に
あ
り
、

日
本
の
食
料
自
給
率
は
、主
要
国

最
低
の
37
％
で
、私
達
の
体
を
動

か
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
63
％
を
海

外
の
食
料
に
依
存
し
て
い
る
こ

と
に
な
る
。

　
日
本
は
食
糧
輸
入

が
止
ま
っ
た
ら
命
の

危
険
に
さ
ら
さ
れ
か

ね
な
い
大
き
な
危
険

を
抱
え
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク

は
食
糧
自
給
の
切
実

さ
を
再
認
識
さ
せ
た
。

　
危
機
に
弱
い
社
会

経
済
構
造
。
食
糧
自

給
率
の
低
下
に
本
当

に
歯
止
め
を
か
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
重

要
な
局
面
で
あ
る
。

地
域
に
合
っ
た
種
子

を
確
保
す
る
こ
と
は

国
や
自
治
体
の
大
事
な
仕
事
と

思
う
が
。

町
長
　
食
糧
自
給
率
に
つ
い
て

は
小
規
模
農
家
を
い
か
に
大
事

に
し
て
い
く
か
、後
継
者
を
作
っ

て
い
き
た
い
。

末藤�省三�議員

インフルエンザ費用無料化せよ
町長 他自治体を注視して検討する

種苗法改正で農従者への影響は
町長 小規模農家の後継者を育てる

食料自給率の
向上を

南里農業機械共同利用組合の稲刈風景
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一 般 質 問

小
森
　
９
月
は
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

月
間
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
外
出

自
粛
が
続
く
と
心
身
の
活
力
が
低
下
し
、

要
介
護
へ
移
行
す
る
中
間
の
状
態
で
あ

る
フ
レ
イ
ル
が
、進
行
す
る
恐
れ
が
あ

る
。
今
こ
そ
町
と
し
て
認
知
症
を
予
防

す
る
フ
レ
イ
ル
予
防
を
積
極
的
に
推
進

し
て
い
く
べ
き
。
フ
レ
イ
ル
予
防
の
周

知
は
で
き
て
い
る
か
。

健
康
課
長
　
介
護
予
防
事
業
の
中
で
フ

レ
イ
ル
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

小
森
　
志
免
町
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

の
活
躍
の
場
は
。

福
祉
課
参
事
　
平
成
24
年
か
ら
現
在
ま

で
、
累
計
2
6
4
2
人
で
あ
る
。
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
地
域
で
認
知
症
の

方
や
そ
の
家
族
を
見
守
り
手
助
け
を
す

る
。
活
躍
の
場
と
し
て
、し
め
カ
フ
ェ
、

N
P
O
法
人
主
催
の
場
が
1
か
所
、
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
が
1

か
所
、計
3
か
所
で
あ
る
。

小
森
　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
力
を
借

り
フ
レ
イ
ル
予
防
の
啓
発
運
動
は
で
き

な
い
か
。

町
長
　
認
知
症
の
こ
と
を
理
解
す
る
と

い
う
意
味
か
ら
も
今
後
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
講
座
を
多
く
の
方
に
受
講
し
て
も

ら
い
、認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
広

く
活
躍
し
て
も
ら
い
た
い
。

小
森
　
志
免
町
独
自
の
フ
レ
イ
ル
予
防

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
て
み
て
は
。

町
長
　
認
知
症
を
多
く
の
人
に
理
解
し

て
も
ら
え
る
よ
う
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も

含
め
て
、こ
れ
か
ら
も
随
時
普
及
し
て

い
き
た
い
。
他
の
自
治
体
の
良
い
と
こ

ろ
は
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
。

小
森
　
元
気
な
高
齢
者
の
方
に
フ
レ
イ

ル
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
も
ら
い
、フ

レ
イ
ル
予
防
の
啓
発
運
動
に
参
加
し
て

も
ら
っ
て
は
。

町
長
　
今
後
、多
く
の
方
に
色
々
な
所

に
出
か
け
て
も
ら
い
色
々
な
方
と
話
を

す
る
の
は
良
い
こ
と
だ
と
思
う
。

小
森
　
高
齢
者
が
集
う
機
会
に
フ
レ
イ

ル
予
防
を
専
門
と
す
る
方
に
講
演
を
し

て
も
ら
う
啓
発
の
場
を
設
け
て
み
て
は
。

町
長
　
介
護
予
防
事
業
の
中
で
講
師
を

呼
び
色
々
な
自
治
体
の
方
の
取
組
状
況

を
講
演
し
て
も
ら
っ
た
経
緯
は
あ
る
。

フ
レ
イ
ル
予
防
の
講
師
が
お
ら
れ
た
ら

招
き
、
フ
レ
イ
ル
予
防
、
認
知
症
予
防

に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

小森�弘美�議員

フレイル予防で認知症予防を
町長 認知症予防に繋げていきたい

フレイル予防で認知症予防

小規模多機能型居宅介護事業所　つどい場たからちゃん
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古庄�信一郎�議員

望山荘解体と活用は英断すべき
町長 早急に解体を進めたい

総合計画　議会関与ルール制定を
町長 慎重に考え反映する

古
庄
　
一
昨
年
、望
山
荘
が
閉
館

と
な
り
町
長
は
そ
の
跡
地
対
応

に「
解
体
に
向
け
て
し
っ
か
り
協

議
し
、跡
地
活
用
も
議
会
に
色
々

提
案
し
意
見
を
聞
き
検
討
す
る
」

と
答
弁
し
た
が
、あ
れ
か
ら
２
年
。

な
ぜ
放
置
さ
れ
て
い
る
の
か
。

町
長
　
色
ん
な
思
い
入
れ
の
あ

る
方
も
あ
り
、中
々
踏
み
出
せ
な

か
っ
た
。

古
庄
　
色
ん
な
意
見
は
き
ち
ん
と

精
査
し
、決
断
力
を
も
っ
て
英
断

す
べ
き
。

　
議
会
も
賛
成
し
た
政
策
を
２
年

間
も
放
置
す
る
の
は
優
柔
不
断
す

ぎ
る
。

町
長
　
議
会
で
の
発
言
を
履
行
し
、

早
急
に
解
体
を
進
め
た
い
。

古
庄
　
小
学
校
は
敷
地
も
狭
く
、

少
人
数
学
級
対
応
の
為
に
も
、

プ
ー
ル
問
題
を
含
め
、学
校
及
び

周
辺
地
域
全
体
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

を
す
る
時
代
だ
。

町
長
　
増
築
が
迫
っ
た
時
に
大
き

な
問
題
で
し
っ
か
り
見
極
め
て
検

討
す
る
。

古
庄
　
町
の
最
上
位
計
画
で
あ
る

総
合
計
画
は
基
本
構
想
、基
本
計

画
、実
施
計
画
の
３
構
成
で
な
っ

て
い
る
が
、議
会
の
関
与
は
基
本

構
想
の
議
決
だ
け
で
、そ
の
他
は

報
告
だ
け
と
な
っ
て
お
り
、以
前

よ
り
全
体
へ
の
関
与
を
切
望
し

て
い
た
が
拒
ま
れ
て
き
た
。
今

回
、議
会
側
へ
の
相
談
了
解
も
な

く
、「
議
会
の
総
意
と
し
て
の
意
見

を
９
月
議
会
迄
に
」と
今
議
会
２

週
間
前
の
全
員
協
議
会
で
一
方
的

に
要
請
を
し
て
き
た
。

　「
方
針
の
転
換
か
。
議
会
の
総

意
は
時
間
的
に
無
理
」と
の
声
に
、

今
度
は「
議
員
個
々
の
意
見
を
」と

変
更
。
２
か
月
の
間
に
考
え
方

の
違
う
二
つ
の
公
文
書
が
提
示
さ

れ
、
そ
の
上
、
大
事
な
策
定
の
基

本
が
な
ぜ
簡
単
に
一
方
的
に
変
更

さ
れ
る
の
か
。
危
機
感
の
な
さ
す

ぎ
に
不
信
感
を
感
じ
る
。
名
古
屋

市
、栗
山
町
、滝
沢
市
の
例
に
習
っ

て
、策
定
の
プ
ロ
セ
ス
を
行
政
と

議
会
が
し
っ
か
り
協
議
し
、一
定

の
ル
ー
ル
、条
例
を
つ
く
っ
て
臨

む
べ
き
。

町
長
　
議
会
の
意
見
を
前
も
っ
て

聞
く
場
合
の
条
例
改
正
他
、色
々

と
必
要
だ
ろ
う
。
慎
重
に
し
っ
か

り
考
え
総
合
計
画
に
反
映
し
て
行

き
た
い
。

閉館前の望山荘
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一 般 質 問

大西�勇�議員

郡内最低の補助額をどう思うか
町長 しっかり検討し協議をする

空家強制撤去をトップダウンで
町長 重要課題として取り入れていく

商工まつり(餅まき）

放置された空家

大
西
　
今
日
ま
で
町
内
業
者
の

発
展
な
く
し
て
町
の
発
展
は
な

し
。
と
言
い
続
け
て
き
た
が
商

工
会
に
対
し
て
の
思
い
は
。

町
長
　
商
工
会
の
発
展
は
町
の

発
展
、活
性
化
に
繋
が
る
と
の
思

い
は
同
じ
。

大
西
　
志
免
町
の
卸・
小
売
業
の

年
間
販
売
総
額
と
郡
内
県
内
で

の
順
位
は
。

ま
ち
の
魅
力
推
進
課
長
　
1
4
0

1
億
2
2
0
0
万
円
で
郡
内
３
位
、

県
内
10
位
。

大
西
　
一
業
者
当
り
の
補
助
額
は
。

ま
ち
の
魅
力
推
進
課
長
　
粕
屋

地
区
１
市
７
町
で
８
番
目
。

大
西
　
県
内
10
位
、郡
内
3
位
の

売
上
げ
で
最
低
の
補
助
額
と
は

い
か
が
か
。

町
長
　
か
な
り
の
格
差
が
あ
り

し
っ
か
り
検
討
、協
議
を
し
て
い
く
。

大
西
　
実
施
事
業
に
つ
い
て
の

認
識
は
。

ま
ち
の
魅
力
推
進
課
長
　
商
工

業
の
総
合
的
改
善
、指
導
と
社
会

一
般
の
福
祉
の
増
進
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、地
域
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、様
々
な
活
動

を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

大
西
　
町
長
の
ま
ち
づ
く
り
に

対
す
る
熱
意
等
商
工
会
と
行
政

の
関
係
を
し
っ
か
り
議
論
し
て

も
ら
い
た
い
。

町
長
　
商
工
会
の
役
員
の
皆
さ

ん
と
意
見
交
換
す
る
こ
と
は
非

常
に
大
事
。

大
西
　
志
免
町
で
創
業
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
を
発
展
の
た
め

考
え
る
べ
き
だ
。

町
長
　
新
た
な
創
業
支
援
、育
成

支
援
も
し
っ
か
り
議
論
し
て
い

き
た
い
。

大
西
　
現
在
空
き
家
は
猫
や
白

ア
リ
、
ゴ
キ
ブ
リ
、
ム
カ
デ
、
蛇

等
の
住
み
家
と
な
っ
て
い
る
。

近
隣
住
民
は
10
年
20
年
以
上
こ

の
状
態
で
悔
ん
で
お
ら
れ
る
の

が
現
実
。
こ
れ
が
自
分
の
家
の

隣
に
あ
る
と
想
像
し
て
聞
い
て

も
ら
い
た
い
。

　
空
き
家
全
体
の
環
境
悪
化
に

対
す
る
所
見
と
強
制
撤
去
を

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
行
っ
て
も
ら

い
た
い
し
、実
行
以
外
に
な
い
と

考
え
て
い
る
。

町
長
　
今
回
、こ
の
よ
う
な
状
況

を
見
る
と
、近
所
の
方
の
御
苦
労

が
目
に
浮
か
ぶ
。
大
重
要
課
題

と
し
て
今
後
し
っ
か
り
取
り
入

れ
て
い
く
。

20



◦第95号（令和2年11月1日）◦

しめ議会だよりアンケート結果
「しめ議会だよりに関するアンケートのお願い」を前号（第94号）で行ったところ、
19名の方からご回答を頂くことができました。ありがとうございました。

一部ではございますが、ご回答結果とご意見を掲載いたします。
みなさまのご意見を活かして、今後さらにより良い議会だよりをお届けしてまいります。

　この度は、アンケートにご協力いただきましてありがとうございました。
　掲載しきれなかったご意見も多数ありますが、全てのご意見を委員会で共有して今回（第95号）からの作成に活
かしてまいります。
　みなさまからのご意見を励みに、今後さらに読みやすく、一人でも多くの方に読んでいただけるように努めます。

しめ議会だよりアンケート結果

読んでみようと思うが内容や言葉が難しいときが多々ある。（30歳代）

言葉が割とわかりやすいし、文字の大きさも思いやりがあると思います。（50歳代）

見出し、写真の使い方、色合い等に工夫が見られる。読みやすい。（70歳代）

ずいぶんと読みやすくなったが、言葉が難しく何の事だろうと思う。
具体的なことがわかるともっと読んでみようと思う。（60歳代）

議員の活動がよくわかる。（80歳以上）

一般質問では、議員の写真付きで発言内容を端的に記載されているため、
どういうお気持ちかがよく分かる。（40歳代）

シンプルで誰でも読みやすいと思う。（40歳代）

カラーのページや写真が多く読みやすくなった。（60歳代）

説明が簡単で分かり易い。写真が多用されている。（70歳代）

ご意見ありがとうございます。「ひとくちメモ」などを使い、難しい用語は
わかりやすくお伝えし、表現の仕方にも気をつけてまいります。（委員会）

さらに工夫を重ねて、読みやすい議会だよりを作っていきます。（委員会）

問4

問1

問2

あなたは、「しめ議会だより」を読みやすいと思いますか

あなたは、志免町議会の情報を何を通じて得ていますか（複数回答可）

あなたは、「しめ議会だより」にどんな印象（イメージ）をお持ちですか（複数回答可）

■ 読みやすい　　　■ どちらかというと読みやすい
■ どちらでもない　■ どちらかというと読みづらい
■ 読みづらい0% 20% 40% 60% 80% 100%

31.6% 57.9% 10.5%

しめ議会だより
町議会ホームページ

議員や議員が発行した広報誌
新聞記事

情報を得ていない

0% 20% 40% 60% 80% 100%
94.7%

42.1%
15.8%

0.0%

0.0%

読んでみようと思う
親しみやすい

記事に興味がわく
役に立つ

内容が難しい
堅苦しい
特になし

0% 10% 20% 30% 40% 50%
47.4%

26.3%
47.4%

31.6%
5.3%

10.5%
5.3%
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臨 時 会

※専決処分とは
議会が議決すべき事項を、時間的に議会の招集を待てない緊急な場合などに、町長
が議会に代わって決めること。

臨時会　―8月7日（金）―

臨時会　―8月20日（木）―

 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金（第1次）
 …………………………………………………………………………………………………��1億4,775万円増

 志免中央第三、第四学童保育所新築工事
 定　　員 　100人 ➡ 180人
 契約金額 　8,245万円 （うち国から3,753万円・県から938万円が補助される）
 工　　期 　令和3年2月26日まで

 志免東第二学童保育所新築工事
 定　　員 　60人 ➡ 120人
 契約金額 　5,297万円 （うち国から1,876万円・県から469万円が補助される）
 工　　期 　令和3年2月26日まで

 医療機関特別支援給付金 ………………………………………………………� 1,495万円増
� �地域医療を支える医療機関への特別支援金として、医科はベット数に対して20万円から100万円、
� 歯科は一律10万円、薬局は一律5万円。

 学校運営事業 ……………………………………………………………………………� 1,020万円増
� 校内施設の消毒作業を委託し、教職員の負担を軽減するため。

 パートタイム任用職員報酬 ……………………………………………………� 1,198万円増
� 6月学校再開後、新生活様式への転換等の問題もあり、見守りと安全確保をして授業を
� 円滑に行うために学校運営補助員を14名配置。

 商品券事業費補助金 ………………………………………………………………� �1,200万円増
� プレミアム付き商品券発行に伴う商工会への補助金。

 町立保育園運営事業 ………………………………………………………………………��67万円増
� 町立保育園へのコロナ対応の備品等購入費（全額国の補助）。

 保育対策総合支援事業費補助金 ………………………………………………� �136万円増
� 保育園等へのコロナ対応の備品等購入費（全額国の補助）。

令和2年度　一般会計補正予算（専決処分※を含む）

学童保育所新築工事請負契約締結

歳　入

歳　出

全員
賛成

全員
賛成
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